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平成２４年 3 月２3 日 

都 市 計 画 審 議 会 を 開 催 し ま し た 

 平成 24 年 2 月 6 日（月）に

第７回の都市計画審議会を開催

しました。 

新たな都市計画区域（案）の審

議では、平成 23 年に開催した地

区説明会でいただいた多くのご

意見の紹介も含め、活発な討論が

行われました。 

京丹後都市計画区域（案）がまとまりました 

 

※都市計画区域の指定は京都府が行います。 

 

京丹後市では、二つの都市計画区域（峰山・網野）について、

平成１６年から平成２０年にかけて、大宮町域を含めた一つの

区域とする再編を検討してまいりました。 

平成 20 年に新たに都市計画区域とすることを検討していた

地区を対象とした説明会でのご意見、平成２２年に実施された

国勢調査の結果をもとに、3 年前の案から内容を精査し、見直

しを行いました。 

今回見直した区域（案）については、次のページをご参照下

さい。（2 ページ以降に詳細を掲載） 

 

慎重な審議の結果、京丹後市としてこの都市計画区域（案）を京都府へ「要望」することが決議

されました。 

 なお、議事の詳細につきましては、各市民局、都市計画・建築住宅課、ホームページで公開して

おりますのでご覧下さい。 

 

 

 

http://www.city.kyotango.lg.jp 
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都市計画区域に 

含む地区 

 

峰山町 

吉原、不断、四軒、上、織元、古殿、室、呉服、富貴屋、堺、浪花、 

白銀、泉、光明寺、千歳、御旅、杉谷、安、菅、新治、長岡、新町、 

荒山、内記、丹波、矢田、石丸、赤坂 

大宮町 口大野、周枳、河辺、善王寺、森本の一部（工業団地周辺） 

網野町 
網野、浅茂川、下岡、小浜、高橋の一部、郷の一部、生野内の一部、 

公庄（旧郷村における KTR 軌道から東側） 

都市計画区域から

除外する地区 
峰山町 小西、西山、鱒留、五箇、久次、二箇、橋木 

※下線部：新たに都市計画区域となる地区 

 

 

 

 新都市計画区域（案） 現行都市計画区域 増減 

 
区 域 特 性  

旧峰山町の市街地部 
旧大宮町の市街地部 
旧網野町の市街地部 

旧峰山町の 全 域 1 
旧網野町の市街地部 

 

区 域 面 積  63.19km２ 80.58km２ -17.39km２ 

区 域 内 人 口 
26,574 人 

（45.0％）※１ 
20,658 人 

（35.0％）※１ 
＋5,916 人 

（＋10.0％）※３ 

区域内世帯数  
9,972 世帯 

（48.2％）※２ 
7,666 世帯 

（37.1％）※２ 
＋2,306 世帯 

（＋11.1％）※３ 

区域内人口密度 420.5 人/km２ 256.4 人/km２ ＋164.1 人/ｋ㎡ 

※１：（）内は、京丹後市全人口に対する比率（平成 22 年国勢調査） 

※２：（）内は、京丹後市全世帯数に対する比率（平成 22 年国勢調査） 

※３：（）内は、現行都市計画区域からの増減の割合を示しています。 

 

 
京 丹 後 都 市 計 画 区 域 （ 案 ） 
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第１次京丹後市総合計画 

都市機能構想図 

 

第１次京丹後市総合計画の

都市機能構想において、京丹

後市の中央部を南北に連絡す

る『広域連携軸』として、北

近畿タンゴ鉄道や地域高規格

道路（TTM）による連携強化

を位置づけています。 

特 に 、 地 域 高 規 格 道 路

（TTM）は、平成２０年代半

ばに大宮森本 IC までの開通が

予定されており、今後の地域

経済への効果が期待され、こ

の軸を中心とした地域構造の

形成が必要と考えます。 

 

体験ふれあいゾーン 

(森林高原) 

安らぎほのぼのゾーン 

(医療・福祉・農業) 

交流わくわくゾーン 

(観光・水産業) 

いきいき賑わいゾーン 

(商業・工業) 

安らぎほのぼのゾーン 

(医療・福祉・農業) 

体験ふれあいゾーン 

(森林・高原)  

交流都市機能 

広域連携軸 

地域連携軸 

地域核 

環日本海との交流連携 

 

ネットワーク 

 

環日本海との交流連携 

 

ネットワーク 

 

首都圏との交流連携 

 

ネットワーク 

 

京阪神との交流連携 

 

ネットワーク 

 

環日本海との交流連携 

 

ネットワーク 

 

凡例 

 
新都市計画区域

 

 

インターチェンジ 

 
市庁舎

 地域高規格道路 

 

国道 

 

鉄道 

 

網野インター線

 (府都市計画決定道路)

 

新たな都市計画区域は、

一体の都市として、総合的

に整備、開発及び保全する

観点から、地域高規格道路

（TTM）の整備に伴う周辺

都市基盤の整備や、土地利

用の増進等を見据え、設定

しました。      

 区域が変更された後は、

新たな土地利用誘導の導

入や必要な都市施設の配

置を行い、良好な都市環境

の形成を総合的に推進し

ていきます。 
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   京都府へ京丹後都市計画区域（案）を要望します。 

京都府によりその案をもとに新たな都市計画区域案が作成され、京都府都市計画審議会に

おいて審議が行われます。その後、国土交通大臣の同意を得、新たな都市計画区域が指定さ

れます。 

また、新たな都市計画区域の指定に併せ、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（京

都府都市計画区域マスタープラン）も同時期に決定されます。なお、都市計画区域マスター

プランが決定される際には、京丹後市で公聴会が予定されています。 

   京丹後市としても、新たな都市計画区域の指定に併せ、都市計画に関する基本的な方針（京

丹後市都市計画マスタープラン）を策定していきます。 

   都市計画区域が指定された後は、用途地域の指定の検討、街路の見直しなど市の都市計画

を策定し、住みよい街づくりとなるよう進めていきます。 

※用途地域：住居系、商業系、工業系など、建物の用途によって地域を分けること。 
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都市計画区域を設定していた合併前

の峰山町・網野町では、都市計画税率を

峰山町：0.11％、網野町：0.2％とし

ておりました。 

合併前直近５年間の都市計画税徴収

総額は、峰山町で約２億４千万円、網野

町で約２億９千万円でした。 

これに対するその間の都市計画事業

費総額は、峰山町で約１８億４千万円、

網野町で約１１億７千万円であり、都市

計画税がその事業費の一部に充てられ

ています。 

 

 

京丹後市では、合併協定において

「都市計画税の税率は一旦ゼロとし、

新市において都市計画の見直しに併

せて、改めて税率を設定する。」とさ

れてきました。 

しかし、都市計画税については、当

面まったく考えていない、ということ

を一貫して説明しております。 

なお、全国でも半数程度の自治体で

課税されていない状況です。 

 

旧峰山町・旧網野町での都市計画税 京丹後市での都市計画税の取り扱い 

 

今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル 


